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【目 的】 
 PRIMERGY にパケットキャプチャーボードを組み込み、パケットロスなくキャプチャー

することを確認する。また、Precision Time Protocol（以下 PTP）を用いた時刻同期が可

能なことを確認する。 
  
検証機器：  
○パケットキャプチャーボード（Napatech 社製） 

型 番 仕様 
NT20E2-PTP 
 

Ethernet 速度：10G 
ポート数：2 
ポートタイプ：SFP+ 
サイズ：ロープロファイル 

NT4E2-4-PTP 
 

Ethernet 速度：1G 
ポート数：4 
ポートタイプ：SFP 
サイズ：フルハイト 

 
○ネットワークテスター（EXFO 社製） 

型 番 特長 
FTB-1 
 

10G までの SONET/SDH、Ethernet、OTN、Fibre Channel に対応し

たマルチインターフェイス。 
IEEE1588v2 や Sync-E にも対応。サービス開通試験として、ITU-T 
Y.1564 ネットワークサービス試験と合わせてグランドマスタークロッ

ク／スレーブの接続品質を確認することが可能です。 
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○PTP グランドマスタークロック 
型 番／外観 標準仕様 

Time Provider 5000 
  

 

・プロファイル：Default ／ Telecom 
・通信方式：ユニキャスト／マルチキャスト（UDP） 
・レイヤー：L2 ／ L3 
・オペレーション：1-Step ／ 2-Step 
・出力：E1／T1、10MHz、1PPS 
・オシレータ：OCXO ／ ルビジウム 
・タイムソース：GPS、E1／T1 
・電源/ｵｼﾚｰﾀ/GPS 入力/PTP ﾎﾟｰﾄの冗長化と自動ﾌｪｲﾙｵｰﾊﾞｰ 
 

Time Provider 2700 

 

 

・プロファイル：Default ／ Telecom 
・通信方式：ユニキャスト／マルチキャスト （UDP） 
・レイヤー：L2 ／ L3 
・オペレーション ：1-Step ／ 2-Step 
・出力：E1／T1、10MHz、1PPS 
・オシレータ：OCXO ／ ルビジウム 
・タイムソース：GNSS（GPS、GLONASS）、E1／T1、Sync-E 

 
SyncServer S350 
 IEEE1588/PTP オプション 

 

 

・プロファイル：Default 
・通信方式：マルチキャスト（UDP／802.3） 
・レイヤー：L2 ／ L3 
・オペレーション ：2-Step 
・出力：10MHz、1PPS 
・オシレータ：OCXO ／ ルビジウム 
・タイムソース：GPS 

 
 
○サーバマシン  

マシン O S 
PRIMERGY TX300 S8 Red Hat Enterprise Linux  6.4 (for Intel64) 
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【検証環境】 
1． 日時 ： 2014 年 2 月 4 日 ~ 2 月 18 日 
2． 場所 ： 富士通検証センター（浜松町） 
3． 構成 ： 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FTB-1 

GigabitEthernet(1GbE) 

FastEthernet 

PRIMERGY 
TX300 S8 

検証室 VR11 

Time Provider 5000  Time Provider 2700  SyncServer S350 

FTB-1 から 10G／1G フレーム送信 

FTB-1 が送信したフレームを 
TX300 がロスなく受信できること 
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【検証内容】  
1. PRIMERGY TX300 に NT20E2-PTP と NT4E2-4-PTP を搭載し、干渉や緩みがないか

確認。 
 

2. Red Hat Enterprise Linux  6.4 をインストールした PRIMERGY TX300 に、

NT20E2-PTP と NT4E2-4-PTP を搭載して正常に動作するか確認。 
 

3. NT20E2-PTP と NT4E2-4-PTP に、EXFO 社製 FTB-1 からパケットデータを送出し

ロスなくキャプチャーできることを確認。また、キャプチャーしたデータを FTB-1 に

折り返し、フレームロスがないことを確認する。 
 
4. Time Provider 5000、Time Provider 2700、SyncServer S350 から NT20E2-PTP と

NT4E2-4-PTP に、PTP で時刻同期させ精度と補正値を確認する。 
 
【検証結果】 
1. PRIMERGY TX300 に NT20E2-PTP と NT4E2-4-PTP を搭載し、干渉や緩みがないこ

とを確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 上記のように NT20E2-PTP と NT4E2-4-PTP は共に、干渉や緩みもなく

PRIMERGY TX300 に搭載できることを確認した。 
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2. Red Hat Enterprise Linux  6.4 をインストールした PRIMERGY TX300 に、

NT20E2-PTP と NT4E2-4-PTP を搭載して正常に動作した。 
 

3. NT20E2-PTP と NT4E2-4-PTP に、EXFO 社製 FTB-1 からパケットデータを送出し

ロスなくキャプチャーできることを確認した。 
 測定結果：ページ 6 
 
また、キャプチャーしたデータを FTB-1 に折り返し、フレームロスがないことを確認

できた。 
 測定結果：ページ 12、 ページ 16 

 
4. Time Provider 5000、Time Provider 2700、SyncServer S350 から NT20E2-PTP と

NT4E2-4-PTP に、PTP で時刻同期させた結果、高精度に時刻同期することができた。 
 測定結果：ページ 7 ～ ページ 10  

   
   
※ ページ 6 ~ 18 の測定データは、今回の測定環境とサーバ装置の稼働状況によって 
  異なるため、装置が保証するデータではございません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お問合せ先： 
丸文株式会社 システム営業本部 
営業第 3 部 情報通信課 担当：柴田 
Tel:03-3639-9811 
E-mail:takuya_shibata@marubun.co.jp 
URL: http://www.marubun.co.jp/product/network/adapter/8ids6e000000ry1z.html 
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表 1「パケットキャプチャーボード側のパケットデータ処理量」 
 
 
 ○NT20E2-PTP 

 

 
 
 ○NT4E2-4-PTP 

 
 
上記のようにフルラインレートでのデータ取得、並びに送信が確認できた。 
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【Default プロファイルでの NT20E2-PTP の同期精度】 
○Time Provider 5000 

 
 
○Time Provider 2700 

 
 
○Syncserver S350 
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【Default プロファイルでの NT4E2-4-PTP の同期精度】 
○Time Provider 5000 

 
 
○Time Provider 2700 

 
 
○Syncserver S350 
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【Telecom プロファイルでの NT20E2-PTP の同期精度】 
○Time Provider 5000 

 

 
○Time Provider 2700 
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【Telecom プロファイルでの NT4E2-4-PTP の同期精度】 
○Time Provider 5000 

 

 
○Time Provider 2700 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上 
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